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［要約］ 愛媛県中予〜南予地域を流れる肱川の河原で採集できる岩石の図版集を作成した．肱川水系には，北

側から順に，三波川変成帯，御荷鉾緑色岩類，秩父帯北帯，黒瀬川構造帯，秩父帯南帯など，東西に延びる様々

な地質体が南北に帯状に分布するため，多様な岩石を観察することができる．三波川変成帯は，緑色片岩や黒色

片岩，赤色片岩などから構成される．御荷鉾緑色岩類は，三波川帯の南縁部に分布し，肱川流域では主に変ハン

レイ岩が産出する．秩父帯北帯及び南帯は，主に付加体構成岩類で特徴付けられ，様々な時代や起源を持つ緑色

岩や石灰岩，チャート，砂岩，泥岩などからなる．黒瀬川構造帯を構成する岩石は，日本列島でも最も古い時代

に形成されたカコウ岩類や角閃岩などが，蛇紋岩と共に産出する．肱川の河原，特に肱川町から大洲市周辺の河

原で容易に観察できる岩石を図版化した．この図版を片手に肱川の河原に出かけ，様々な岩石を探してみてほし

い． 
 
［キーワード］ 河原の石，付加体，変成岩，三波川変成帯，御荷鉾緑色岩類，秩父帯，黒瀬川構造帯 
 
Ⅰ．はじめに 

 河原の石は，その川の上流にどのような岩石が分布

するのか，その情報を提供してくれる．河原で観察で

きる石は，河川ごとに実に様々である．例えば，愛媛

県松山平野を流れる重信川の河原では，礫岩，砂岩，

泥岩，カコウ岩，ホルンフェルスなどを観察できる（佐

野，2025）．また，東予地方を流れる関川では，結晶片

岩や角閃岩，エクロジャイト，カンラン岩など，他の

河川では産出しない珍しい岩石を観察することがで

きる．河川ごとに異なった石を観察することができる

ため，「この川の河原ではどのような石が見つかるの

だろうか？」とワクワクさせられるものである．今回

は，愛媛県中予から南予地域にかけて広い流域面積を

持つ肱川の河原で観察できる岩石を紹介する． 

 

Ⅱ．肱川水系周辺の地質学的背景 

 愛媛県中予〜南予地域を流れる肱川は，その流域面

積が県内最大の1210km2で，支川数474 の範囲をもつ

河川である（四国地方整備局，2026）．流域面積が広い

ため，その後背地となる地質体は多様である． 

 第1図に肱川水系周辺の地質図を示す．肱川水系周

辺部では，北から三波川変成帯，御荷鉾（みかぶ）緑

色岩類，秩父帯北帯，黒瀬川構造帯，秩父帯南帯の地

層や岩石が分布する．さらに，肱川水系の南縁部は，

仏像構造線に境されて，四万十帯北帯の地層・岩石が

分布する． 
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 上述の地質体のうち，秩父帯北帯と南帯は，基本的

に付加体から構成される．ここで付加体について簡単

に説明する． 

 付加体とは，海洋プレートが海溝付近で沈み込む際

に，海溝に堆積していた泥や砂などの陸源堆積物（砕

屑物あるいは砕屑岩）や，遠洋性の海山や海洋島を形

成していた玄武岩（緑色岩）がはぎ取られ，陸側に付

け加わって形成された地質体をいう．海山の頂きには，

しばしばサンゴ礁などが起源の石灰岩が付随する．ま

た，深海底で放散虫の遺骸が堆積して形成された軟泥

（固結するとチャート）も海山等と同時に陸側に付け

加わることになる．この場合，海山を構成する玄武岩，

深海底に堆積する放散虫軟泥，海溝に堆積する砕屑物

は，形成された年代が異なることが多い．付加体構成

物が陸側に付加したタイミングは，泥などの砕屑物中

に含まれる放散虫化石から得られた年代で決定する

ことができる．一般に，緑色岩，石灰岩，チャートの

形成年代は，泥などの陸源砕屑物よりも古い．付加体

は，日本列島の骨格の大部分を形成しており，大陸形

成の重要な概念に位置付けられる． 

 

1. 三波川変成帯 

 三波川変成帯は，中生代白亜紀後期から新生代古第

三紀にかけて，プレートの沈み込みによって形成され

た低温高圧型の変成帯である（青矢・遠藤，2017; Endo 

et al., 2024; Knittel et al., 2024）．三波川変成

帯中，最も変成度の高い岩石は，愛媛県東予地域の新

居浜周辺に産出する．ザクロ石角閃岩やエクロジャイ

第Ⅰ図 肱川水系の地質図 シームレス地質図（産総研地質調査総合センター，2025）から再描画．凡例は主要な地層・岩石のみ

示している．また，秩父帯北帯，秩父帯南帯を構成する岩石については，付加体を構成する岩石のみ凡例を示している． 
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トといった珍しい岩石の産出で特徴付けられる．肱川

流域に分布する三波川変成帯には，そのような高変成

度岩類は出現せずに，結晶片岩が主な岩種である．結

晶片岩は，強い変形を伴って形成される岩石のため，

片理面が良く発達する．そのため結晶片岩は，河原で

は，薄く割れ扁平した石として見つけることができる．

特に肱川の下流域から河口周辺の河原で広く観察で

きる． 

 

2. 御荷鉾緑色岩類 

 御荷鉾緑色岩類は，三波川変成帯の南縁部に沿って

分布する．変ハンレイ岩や，玄武岩質溶岩，角礫凝灰

岩などからなる緑色岩類から構成される（鈴木，1967；

榊原・岩崎，1996）．肱川流域では，御荷鉾緑色岩類は

大洲市内の冨士山や神南山周辺に分布する．御荷鉾緑

色岩類は，ジュラ紀後期〜白亜紀前期に，海洋プレー

ト上に噴出・貫入した玄武岩質の火成岩類からなる海

台を起源とすると考えられている（Kimura et al., 

1994; Ichiyama et al., 2014）．さらに，この海台が

プレート境界で地下 15～30km の深さまで引きずり込

まれ，低温高圧下での変成作用（緑色片岩〜パンペリ

ー石アクチノ閃石相）を受けたと考えられている（牧

本・竹内，1992）． 

 

3. 秩父帯北帯 

 秩父帯北帯は，主としてジュラ紀付加体で構成され

る地質体である．北側を三波川変成帯（または御荷鉾

緑色岩類），南側を黒瀬川構造帯（または秩父帯南帯）

に挟まれている．秩父帯北帯は，海洋プレートが沈み

込む際に削り取られた堆積物や海洋地殻の断片が積

み重なった構造をしている（松岡ほか，1998）．主な構

成物は，泥岩，砂岩，チャート，石灰岩，緑色岩（玄

武岩）およびこれらが混じり合った混在岩（メランジ

ュ）である．緑色岩（玄武岩），チャートから砕屑岩（砂

岩・泥岩）へと移行する，海洋プレートの移動に伴う

堆積の歴史を反映した層位関係が断層によって繰り

返される構造を海洋プレート層序という．秩父帯北帯

の岩石は，三波川変成作用の影響を受け，弱い低圧～

中圧型の変成作用を被っている（榊原ほか，1998）．付

加体としての形成（砕屑岩の堆積）は，主に中生代ジ

ュラ紀である．メランジュ中に含まれるチャートや石

灰岩のブロックからは，より古いペルム紀や三畳紀の

放散虫・フズリナなどの化石が産出し，緑色岩は古生

代石炭紀からペルム紀の放射年代が得られている． 

 

4. 黒瀬川構造帯 

 黒瀬川構造帯は，ジュラ紀付加体（秩父帯北帯）中

に，それよりも遥かに古い時代の岩石が「蛇紋岩メラ

ンジュ」としてレンズ状に分布する特異な地帯として

位置付けられる．その起源と形成場について，近年の

砕屑性ジルコンの U-Pb 年代測定により，黒瀬川構造

帯の構成岩類は，かつての南中国（揚子）地塊の東縁

（活動的な前弧域）で形成されたことが指摘されてい

る（Aoki et al., 2015; Hara et al., 2018）．黒瀬

川構造帯には，日本列島の「基盤」を知る上で重要な

古い岩石が含まれている．最も古い岩石は，寺野変成

岩類およびその相当岩類で，カンブリア紀からデボン

紀（約 5.4 億年〜3.6 億年）の年代が得られている

（Yoshikura et al., 1981；小山内ほか，2000；Aoki 

et al., 2015）．また火成岩では三滝火成岩類から，オ

ルドビス紀からシルル紀の年代が得られている（Hada 

et al. 2000）． 

 黒瀬川構造帯がどのようにして現在の秩父帯の中

に定置したのか，大きく２つの考えが提唱されている．

１つは，構造的に最上位にあった古い地塊が，浸食に

よってより新しい地質体の上位にナップとして残っ

たとする考え方（磯崎・丸山, 1991），もう１つは，白

亜紀に大陸縁辺で生じた大規模な左横ずれ断層によ

って，南方から北上して現在の位置に定置したとする

考え（Hada et al., 2001）である． 

 

5. 秩父帯南帯 

 秩父帯南帯は，ジュラ紀から白亜紀初頭にかけて形

成された付加体であり，北側の黒瀬川構造帯と南側の

四万十帯に挟まれた領域に位置する．別名「三宝山帯

（さんぼうさんたい）」とも呼ばれている．秩父帯南帯

は，主にチャート，石灰岩，玄武岩（緑色岩）などの

遠洋性の海洋地殻断片と，それらを包み込む陸源性の

砂岩・泥岩などの砕屑岩類から構成される．秩父帯南

帯は，北側と南側の２つのユニットに区分（松岡, 1998）

され，これらのユニットは，北から南に向かって，付

加した年代が順次若くなる構造が認められる． 

 

Ⅲ．肱川の河原の石 

 肱川の河原では多様な岩石が観察できる．それは，

肱川水系がつくる広い流域面積と，四国の地質分布に

科学教育研究センター紀要　Vol.5（2026）

113



寄るところが大きい．肱川の川原で観察できる岩石は，

その起源により，以下のように分類できる． 

 
1. 石灰岩 

 石灰岩は，秩父帯北帯，秩父帯南帯，黒瀬川構造帯

に分布する．このうち，秩父帯北帯中，ペルム紀付加

体には，四国カルストを形成する石灰岩が含まれる．

四国カルストを構成する石灰岩には，約3億年前の古

生代ペルム紀を示すフズリナ（紡錘虫）の化石が伴わ

れることがある．また，西予市城川町を流れる黒瀬川

では，約4億年前のシルル紀を示すハチノスサンゴや

クサリサンゴなどを含む石灰岩がみつかっているが，

肱川の河原では，これらの化石を含むような石灰岩は

ほとんど見つけることができない． 
 図版Ⅰに示されるように，石灰岩は，化学的風化作

用を被りやすいため，表面が溶けたようになめらかに

なっていることが多い（図版Ⅰ Hj-45, Hj-84）．さら

に，上流から運搬される過程で，他の岩石と衝突を繰

り返すことによるキズが多く認められることが多い

（Hj-01, Hj-13など）．図版中の石灰岩の多くは，白

い斑点状のキズが多く認められる． 
 肱川の河原で観察される石灰岩は，化石を全く含ま

ないものが多いことから，海水中に溶存していたカル

シウムイオンが二酸化炭素と結びついて，炭酸塩とし

て析出したものが海底に沈殿してできた化学岩であ

ると考えられる．偏光顕微鏡で石灰岩を観察すると，

細粒の方解石が結晶化している様子が確認できる（図

版Ⅰ Hj-47）． 
 
2. チャート 

 チャートは，秩父帯北帯，南帯，黒瀬川帯中に分布

する．チャートは，古生代後半のペルム紀，中生代三

畳紀，ジュラ紀など，様々な形成年代を示すものが見

つかっている． 
 チャートは，一般的に，二酸化ケイ素の殻をもつ海

洋性プランクトン（放散虫）の死骸が海底に堆積して

固まってできた岩石で，非常に硬い．そのため，風化

作用に対して抵抗性が高く，表面がゴツゴツした，角

ばった形態を示すことが多い．チャートには，図版Ⅱ

のように赤茶けた色を示す赤色チャートや，灰白色か

ら暗灰色を示すチャート（図版Ⅲ Hj-95）などがある．

赤色チャートは酸化的な環境で形成されるが，暗灰色

のチャートは，酸素が不足する還元的な環境で形成さ

れたものと考えられている．古生代末の生物の大量絶

滅の原因として超酸素欠乏事件（スーパーアノキシア）

が知られているが，その証拠の１つとして，古生代末

から中生代初頭に形成されたチャートの色相変化が

あげられる． 
 赤色チャートを顕微鏡で観察すると，50〜100 ㎛程
度の放散虫化石が含まれていることがある（図版Ⅱ 

Hj-07, Hj-10）．放散虫は，微化石ながら，進化の過程

でその形態変化が著しいため，強力な示準化石として

役立つことが多い．複数の放散虫化石の組み合わせ

（群集）から，放散虫を含む岩石あるいは地層の堆積

年代を詳細に決定することができる．20世紀後半には，

この放散虫を用いた生層序学が確立され，付加体とし

ての日本列島の形成過程が明らかになった． 
 また図版Ⅲにはチャートと緑色岩の接触部の岩石

を掲示した（Hj-11）．緑色岩とは，海底火山の噴出物

が固まってできた玄武岩質岩石が海底で風化作用を

受けたり熱水による変質作用を受けたりして形成さ

れた岩石で，古生代や中生代の海底火山を構成する岩

石のほとんどは緑色岩かしている．Hj-11 は，そうし

た海底火山噴出物がまだ未固結の放散虫軟泥（チャー

トになる前の海底堆積物）と混ざって形成されたもの

であると考えられる．Hj-11 の顕微鏡写真に示される

ように，深海底の軟泥部は，おそらく豊富な有機物が

溶岩の熱の影響で黒っぽい色になっているものと思

われる．また，溶岩部は，海底での急冷化によりガラ

ス質の基質の岩石が形成されるが，海底風化作用など

の二次的過程によって脱ハリ化が進行している． 
 二酸化ケイ素を主体とするチャートは，変成作用を

受けると石英粒子の再結晶化が容易に進み，Hj-94 の

ような珪岩になることが多い．珪岩は肱川の河原で観

察できる代表的な岩石の１つである． 
 さらに，肱川の河原では赤色チャートと非常によく

似た赤色頁岩も観察できる．しばしばチャートと間違

えられることがある．図版ⅢのHj-02に示されるよう

に，赤色頁岩の中には色合いがチャートとそっくりな

ものがある．顕微鏡で観察すると，細かい砕屑粒子が 
含まれていることが分かる．赤色頁岩については別の

図版Ⅳで詳細に説明する． 
 
3. 砕屑岩類 

 砕屑岩とは，造山運動などによって陸上に露出した

岩石が，浸食され，河川をつうじて運搬，そして海底
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に堆積した粒子が続成作用によって固結したもので

ある．粒子の径が 2mm より大きければ礫岩，粒子径

が 1/16mm〜2mm であれば砂岩に，1/16mm より小さ

ければ泥岩というように，その粒径によって区分され

る．いずれにしても砕屑岩は，その粒子の起源が陸上

にあることが重要である． 
 図版Ⅳ〜Ⅵに様々な砕屑岩を掲載した．肱川の河原

では，様々な砕屑岩を観察できる．図版Ⅳには砂岩を

示している．砂粒が肉眼でも観察できる中粒砂岩（Hj-

08, Hj-17, Hj-30）や，礫サイズの泥岩の岩片がイレ

ギュラーに含まれる砂岩（Hj-52, Hj-76）などを示し

ている．砂岩を顕微鏡で観察すると，その構成粒子は

角ばったものが多く，石英や斜長石粒子の間を泥質基

質が充填するワッケ質の砂岩が多い．これらの砂岩は，

おそらく，秩父帯北帯あるいは秩父帯南帯に由来する

ものと考えられる． 
 図版Ⅴには，主に泥岩（頁岩）を掲載した．肱川の

河原で観察できる泥岩は，中生代以前に形成されたも

のがほとんどであるため，続成作用で形成された泥岩

がさらに埋没変成作用等によって固化が進行し，硬く

黒い岩石になっている（Hj-31, Hj-35, Hj-44）．この

ような岩石を一般に頁岩と呼ぶ．頁岩からもしばしば

放散虫化石が発見され，その形成年代は．ジュラ紀の

年代を示すものが多い．頁岩も砂岩と同様に，秩父帯

北帯並びに南帯に由来するものと考えられる． 
 さらに頁岩にはHj-28に示すように，細かく砕かれ

たものが固まってできたようなものや，砂粒子が混在

するようなもの（Hj-15, Hj-18）が存在する．これら

の岩石は，大陸棚の縁辺部あるいは陸棚斜面等の未固

結あるいは半固結状態の泥や砂が，海底地滑りなどに

よって海底斜面を流れ下って，海溝などのより深い海

底に再堆積して形成されたものと考えられている．図

版Ⅴから図版Ⅵには，砂泥混在岩を掲載している（Hj-

15, Hj-73）．図版ⅥのHj-73の砂泥混在岩を顕微鏡で

観察すると，砂岩部は，破砕されたような組織を示し，

構成粒子である石英が細かく砕けて泥質基質中に散

在する様子が確認できる．上述のように，こういった

砂泥混在岩は，海底地滑りの産物と考えられているが，

プレート境界等で巨大地震の発生にともなって海底

の斜面を流れ下って形成されるため“地震の化石”と

いえるかもしれない． 
 図版Ⅵには赤色頁岩も示している（Hj-59, Hj-62）．

赤色頁岩は，比較的陸に近い深海性の堆積物で，陸上

での火山噴出物が海面に降り注ぎ，その噴出物が海底

の泥と混ざり合って堆積したものと考えられている．

火山噴出物には鉄分が多く含まれているため，その酸

化によって赤色を呈する．Hj-59 のように，層理面が

発達することがある．また，チャートと較べて柔らか

いため，鉄くぎやカッターナイフ等で容易に傷をつけ

ることができ，チャートと区別することができる． 
 
4. 緑色岩・変ハンレイ岩類 

 緑色岩は，秩父帯北帯及び南帯に分布する．特に四

国カルストをつくる石灰岩台地の基盤を形成したり，

砕屑岩中のブロック状岩体として産出したりする． 
 図版Ⅶ及び図版Ⅷに様々な緑色岩の写真を掲載し

た．図版に示されるように緑色岩は実に様々な色合い

や表面組織を示すことが分かる．緑色岩は，中生代や

古生代などの地質時代に活動した火成作用によって

形成された海山や海洋島を構成する玄武岩を主体と

する岩石である．海中で噴火した溶岩であるため，長

い時間経過の中で，海水と接触することにより海底風

化作用や熱水変質作用，さらにプレートの沈み込み等

による変成作用などにより，玄武岩は緑色岩化する．

緑色岩は，これらの二次的な作用によって，緑泥石や

緑簾石などの緑色の鉱物が形成されたり含まれる鉄

分が酸化したりして緑色や紫色の岩石となる．  
 緑色岩は，上述のような二次的作用の際に元素の移

動が生じて元々の玄武岩とは異なった化学的な特徴

を示すことがある．しかしながら，顕微鏡で観察する

と，元々の玄武岩の組織を保有していることもある．

図版Ⅶ Hj-19の赤紫色に変色した緑色岩は，顕微鏡で

観察すると，緑色岩化する前の元々の玄武岩に特徴的

な，カンラン石微斑晶と長柱状の斜長石からなる間粒

状組織が保存されている．また図版Ⅷ Hj-40を顕微鏡

で観察すると，この岩石の変質の程度は著しく，Hj-19

のようなはっきりとした火山岩の組織は示さないも

のの，変質した長柱状の斜長石がモザイク様に充填し

たサブオフィティック組織が残存している． 
 また緑色岩の中には，図版Ⅷ Hj-54やHj-87に示さ

れるように，まだら状の組織を持つものも認められる．

特にHj-87では，淡緑色の丸い形をした部分が紫色の

基質中に分布しているのが明確である．こういったま

だら状の組織を示す岩石は，その化学組成に基づくと，

アルカリ玄武岩で，さらに Sr・Nd 同位体組成の検討

から，両者は同一起源のマグマに由来していることが
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明らかになっている（Sano et al., 2004）．これは，

おそらくアルカリ玄武岩質マグマの液相不混和現象

によって形成された可能性があることが指摘されて

いる． 
 図版Ⅷの下段に変ハンレイ岩の写真を示す（Hj-24, 

Hj-92, Hj-93）．変ハンレイ岩は，主に三波川変成帯の

南縁部に分布する御荷鉾緑色岩類の主要な構成岩類

である．代表的な産地としては，大洲市の冨士山（と

みすやま）が挙げられる．変ハンレイ岩は，粗粒の淡

緑色の部分と濃緑色部からなり，変質作用あるいは変

成作用を被る前のハンレイ岩の組織が残存している．

しかしながら顕微鏡の観察では，淡緑色部は元々斜長

石であったと思われるが，完全にソーシュライト化し

ている．また濃緑色の部分は元々の輝石が二次的な角

閃石の形成を伴いながらも残存している様子が観察

できる．さらに，二次的な変成作用によって，顕著な

薄紫〜青色の多色性を示すアルカリ角閃石が成長し

ている．このアルカリ角閃石は，おそらく藍閃石ある

いはクロス閃石だと考えられ，このことは変ハンレイ

岩が低温高圧型の変成作用を被ったことを示してい

る． 
 
5. 結晶片岩類 

 結晶片岩類は，三波川変成帯を構成する岩石の主要

メンバーである．肱川の河原では主に緑色片岩や赤色

片岩を観察することができる．図版Ⅸに緑色片岩を，

図版Ⅹに赤色片岩を提示した．結晶片岩は，海洋地殻

を構成するプレートが，海溝付近で沈み込む際に形成

される低温高圧型の変成岩である．海洋地殻をつくる

玄武岩等がこの変成作用を受けると緑色の結晶片岩

（緑色片岩）になる．玄武岩には鉄やマグネシウムが

多く含まれるため，玄武岩が変成作用を受けると，生

成される鉱物も鉄やマグネシウムに富むものが結晶

化する．緑泥石やアクチノ閃石，緑簾石といった緑色

系の鉱物である．このため玄武岩が変成作用を受ける

と緑色の結晶片岩になる． 
 図版Ⅹに赤色片岩を示す．赤色片岩はチャートが変

成作用を受けて形成されたと考えられている．そのた

め，赤色片岩の主要鉱物は石英である．微細な石英を

主体として，赤鉄鉱や紅簾石が含まれる．赤鉄鉱や紅

簾石が赤い鉱物であるため，全体として赤みを帯びた

赤色片岩となる．赤色片岩は，石英が多いため，珪質

片岩と呼ばれることもある．Hj-97 は石英の多い珪質

片岩である．一方，Hj-70 は，石英が少なく微細な赤

鉄鉱や紅簾石が層をなし，縮緬皺（ちりめんじわ）状

の微褶曲を形成している．この岩石は，比較的変成度

の低い“準片岩”と呼べるような岩石である．またHj-

77 や Hj-61，Hj-66 は石英を主体とする層と赤紫色の

紅簾石あるいは赤鉄鉱からなる層が重なり合った片

理面が顕著である．Hj-71の赤色片岩は，顕微鏡では，

微細な石英からなる層と炭質物や雲母等からなる層

が互いに褶曲している様子が観察できる． 
 結晶片岩は，強い変形を伴って形成されることが多

く，片理面が発達する．そのため，結晶片岩は片理面

に沿って薄く割れやすい性質をもつことが多い． 
 
6. 黒瀬川構造帯を構成する岩石 

 黒瀬川構造帯には，古生代シルル紀の年代を示すカ

コウ岩類（三滝火成岩類）や変成岩類（寺野変成岩類），

石灰岩などが，蛇紋岩に伴って産出する．このような

古い年代を示す岩石は，日本国内でも稀であり，黒瀬

川構造帯は日本列島で最も古い岩石が産出する地帯

の１つとして注目を浴びている． 
 図版 XI に肱川の河原で観察できる黒瀬川構造帯由

来の岩石を提示した．肱川の河原では，主に，黒瀬川

構造帯由来と考えられるカコウ岩類と変成岩類が観

察できる．一方，黒瀬川構造帯由来のシルル紀石灰岩

は肱川の河原で見つけることは難しく，西予市城川町

を流れる肱川支流の黒瀬川で観察することができる．

黒瀬川の河原ではクサリサンゴやハチノスサンゴな

どの化石を含む石灰岩が見つかることがあるが，これ

らの石灰岩は非常に貴重なものであるため観察のみ

に留め，採集はしない． 
 三滝火成岩類は，西予市城川町三滝山周辺に露出す

ることからこの名前が付けられている．Hada et al. 

（2000）は，カコウ岩に含まれるジルコンの U-Pb 年
代法により450~430Maの放射年代を報告した．瀬戸内

地域や中国地方に広く露出する見慣れたカコウ岩類

とは明らかに異なった岩相を示すため，一見，見逃し

てしまいそうな岩石である．形成されてから４億年以

上経過した古い岩石であるため，時間の経過に伴う二

次的な作用によって，緑がかった色調を示すものが多

い（Hj-51, Hj-67, Hj-96, Hj-98）．Hj-51は，河原で

観察できる最も一般的なカコウ岩で，顕微鏡下の観察

では，構成鉱物である斜長石は変質が進行している．

石英は風化などの二次的作用に対して強いため，クリ
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アな鉱物として残存していることが多い． 
 肱川の河原で観察できるカコウ岩類には，三滝火成

岩類に由来するものが含まれるが，カコウ岩は黒瀬川

構造帯の，より新しい時代に形成された陸棚堆積層に

も礫として含まれる（波田, 2023）ため，必ずしも全

てのカコウ岩が４億年以上前のものであるとは限ら

ない． 
 寺野変成岩類は，西予市城川町寺野集落周辺に分布

する角閃岩相から一部グラニュライト相の変成作用

を被った岩石である．城川町周辺の寺の変成岩類から

はまだ直接放射年代の報告はなされていないが，高知

市宗安寺のグラニュライト相を示す角閃岩から 409 ± 
21Ma（Yoshikura et al., 1981）の，また黒瀬川構造

帯の西方延長に位置する九州八代地域の変成岩類か

らは 420~540Ma の Sm-Ndアイソクロン年代が得られ

ている（小山内ほか，2000）． 
 肱川の河原で観察できる寺野変成岩類を図版 XI 

Hj-39, Hj-86に示す．これらの岩石には，斜長石や輝

石（単斜輝石）が含まれることから，グラニュライト

相の変成作用を経て形成された角閃岩であると考え

られる． 
 三滝火成岩類や寺野変成岩類は，蛇紋岩と密接に関

連して産出する．蛇紋岩（Hj-90）は，元々マントルを

構成するカンラン岩が，水との相互作用により蛇紋石

が形成されてできた岩石である．蛇紋岩は非常に流動

性に富むため，黒瀬川構造帯のような脆弱な構造帯に

貫入することが多い． 
 

Ⅳ.おわりに 

 愛媛県の河原で観察できる岩石のうち，今回は中予

〜南予地域を水系とする肱川の河原で観察できる岩

石を紹介した．肱川水系の後背地は，三波川変成帯，

御荷鉾緑色岩類，秩父帯北帯，黒瀬川構造帯，秩父帯

南帯と多岐にわたるため，川原で観察できる岩石種も

豊富である．とりわけ興味深いことは，肱川の河原で

は，「付加体」という日本列島を形作る土台となる岩石

種を全て観察できることである．さらに，肱川の河原

では，日本列島を構成する岩石で最も古い時代を示す

岩石，「黒瀬川構造帯」を構成する岩石を見つけること

ができるかもしれない．様々な起源の様々な石を観察

し，その形成過程を想像してみてほしい． 
 

 

付記 

本報告は，2025年度教育学部で開講された「地学演習

Ⅰ・Ⅱ」の内容をまとめたものである． 
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Cross

直径：約3.5mm

（Hj-01）

（Hj-13）

（Hj-14）

（Hj-80）

（Hj-78）

（Hj-45）

（Hj-84）

（Hj-47）

（Hj-34）

図版Ⅰ 肱川の河原で観察できる石 石灰岩

石灰岩は、化学的風化作用
を受けやすい岩石である。
そのため、しばしば表面が
溶けたようになめらかにな
ることが多い。また、川の
上流から運搬される際、他
の岩石と衝突して白くキズ
が付くことが多い。

川の流れによる運搬の際、他の石と
ぶつかってたくさんの白いキズがで
きている。

化学的風化作用で表面が
溶けた様子。

※岩石の下のスケールバーは全て2cm
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（Hj-10）

（Hj-07）

（Hj-53）

（Hj-50）

（Hj-03）

図版Ⅱ 肱川の河原で観察できる石 チャート

チャートは、二酸化ケイ素の殻を持つ放散虫というプランクトンの死骸が海底に堆積して造られた岩石である。二酸化ケイ
素は石英と同じ成分なので、チャートは、非常に硬い岩石となる。そのため、風化作用に対して非常に強く、ゴツゴツとし
た形の岩石になることが多い。

放散虫化石

放散虫化石

Open

Open

直径：約3.5mm

直径：約3.5mm

赤色チャート

チャート中にみられる放
散虫化石．丸く穴が空い
たようにみえる部分がす
べて放散虫．放散虫の大
きさはおよそ50～100
㎛．放散虫の周りの黒っ
ぽい部分は有機物からな
る泥質基質からなる．

このチャートにも放散
虫がたくさん含まれて
いる．楕円の白い部分
が放散虫．このチャー
トは上のHj-07とは異
なり，基質部が、細粒
の石英に再結晶化して
いる．

一般的にチャートは硬く緻
密な岩石である．そのため
この拡大写真のように，表
面がツルツルしていること
が多い．

放散虫

放散虫

放散虫

放散虫

放散虫

放散虫
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溶岩

（Hj-11）

（Hj-02）

（Hj-94）

図版Ⅲ 肱川の河原で観察できる石 チャート２

チャートと緑色岩との接触部

（Hj-95）

直径：約3.5mm

直径：約3.5mm

直径：約3.5mm

珪岩（変成したチャート）
黒色チャート

チャートと間違えやすい赤色頁岩
チャートに非常によく似
ている赤色頁岩．頁岩で
特徴付けられる層理面が
発達していない場合．チ
ャートとの区別が付けに
くい．顕微鏡では，細か
な砕屑粒子（白い部分）
が含まれている様子が観
察できる．黒い部分は泥
質基質である．

チャートには赤色を示さず，灰色～灰黒色を示すものが
ある．赤色チャートが酸化的な環境で形成されるのに対
し，このような色のチャートは還元的な環境で形成され
たと考えられている．

深海底に堆積した放散虫軟
泥に海底火山から噴火した
溶岩が接触して形成された
部分．赤い部分は，おそら
く溶岩の熱で焼かれて有機
物が黒くなっているものと
考えられる．淡緑色の溶岩
の部分は，海底での急冷に
よりガラス化し，現在は更
なる変質作用を被って脱ハ
リ化している．

Open

Open

Open

チャート

軟泥

ガラス質基質
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泥岩

泥岩

石英

石英

斜長石

変質した斜長石

砂岩（中粒）

砂岩（中粒）

砂岩（中粒）
（Hj-52）
含レキ砂岩

（Hj-08）

（Hj-30）

（Hj-17）

（Hj-58）
砂岩（中粒）

図版Ⅳ 肱川の河原で観察できる石 砕屑岩類

（Hj-76）
含レキ砂岩

砕屑岩類のうち砂岩は，おそらく秩父帯北帯あるいは南
帯に由来する．顕微鏡下での観察では，泥質基質が多
く，斜長石や石英の角ばった粒子が多く含まれることか
ら，ワッケ質の砂岩が卓越するものと考えられる．

直径：約3.5mm

直径：約3.5mm

Open

Open

Cross

Cross
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砂岩

砂岩

（Hj-20）
砂岩頁岩接触部頁岩

（Hj-31）

図版Ⅴ 肱川の河原で観察できる石 砕屑岩類２

頁岩
（Hj-44）

（Hj-35）
頁岩

（Hj-15）
砂泥混在岩 砂混じり頁岩

（Hj-18）

破砕された頁岩
（Hj-28）

砕屑岩類のうち頁岩（泥岩）は，おそらく秩父帯
北帯あるいは南帯に由来する．多くの泥岩は，含
まれる放散虫化石からジュラ紀の堆積物であるこ
とがわかっている．

頁岩は，細かく砕かれた
り（破砕された頁岩），
砂が混在したりすること
がある（砂泥混在岩）．
これらの岩石は，未固結
あるいは半固結状態の泥
や砂が，海底地滑りなど
によって海底斜面を流れ
下って，再堆積して形成
されたものと考えられて
いる．

頁岩（泥岩）は，微細粒子の集合体で，有機物が多
く含まれたりするため黒色を呈する．また，層理面
が発達しないものが多い．

砂岩

砂岩
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砂岩

砂層 泥層

砂岩

砂岩

砂岩

破砕した石英粒

破砕した石英粒

炭酸塩充填物
泥質基質

砂泥混在岩

砂岩泥岩互層

赤色頁岩

赤色頁岩

（Hj-43）

（Hj-73）

図版Ⅵ 肱川の河原で観察できる石 砕屑岩類３

（Hj-62）

（Hj-59）

砂泥混在岩は，海底
地滑りの産物である
と考えられている．
プレート境界等で巨
大地震が発生する
と，陸棚斜面等に不
安定に堆積していた
堆積物が流れ下って
形成される”地震の
化石”といえるかも
しれない．

赤色頁岩は，比較的陸に近い深海性の堆積物で，陸上での火山噴出物が混入して赤色になると
考えられている．時折右の写真のように，やや粒度のあらい粒子を含むこともある．また上の
写真のような層理面が発達することもある．チャートとくらべて柔らかいため，鉄くぎやカッ
ターナイフ等で簡単にキズをつけることができる．

直径：約3.5mm

直径：約3.5mm

OpenCross

OpenCross
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斜長石

変質したカンラン石

赤紫色の緑色岩．岩石に含ま
れる鉄分が酸化して赤紫色に
なっている．顕微鏡で観察す
ると、玄武岩に特徴的な，カ
ンラン石微斑晶と長柱状の斜
長石からなる間粒状組織が認
められる．

（Hj-21）（Hj-06）

直径：約3.5mm

OpenCross
（Hj-19）

（Hj-23）

（Hj-38）

（Hj-25）

（Hj-22）

図版Ⅶ 肱川の河原で観察できる石 緑色岩

緑色岩は，中生代や古生代など地質時代に活動した火成岩で，主に海底での火成活動で形成された玄武岩質岩石が多い．
長い時間の経過の中で，岩石は熱水変質作用や海底風化作用，さらにはプレートの沈み込み等に伴って変成作用を被るこ
とがある．このように緑色岩は，噴出後，様々な二次的作用を被り，緑色や紫色の岩石となる．
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変質した斜長石仮像

（Hj-54）

（Hj-87）

図版Ⅷ 肱川の河原で観察できる石 緑色岩・変ハンレイ岩

（Hj-24）

（Hj-40）

（Hj-92）

（Hj-93)

直径：約3.5mm

OpenCross

変質した斜長石仮像

変質した輝石

直径：約3.5mm

OpenCross

変ハンレイ岩

変ハンレイ岩

変ハンレイ岩

アルカリ角閃石アルカリ角閃石

直径：約3.5mm

OpenCross
変ハンレイ岩の
中には，右の写
真のような青～
薄紫の多色性を
示すアルカリ角
閃石（クロス閃
石？）が形成さ
れることがあ
る．これは変ハ
ンレイ岩が低温
高圧型の変成作
用を被ったこと
を示している．

変ハンレイ岩は三波川変
成帯の南縁部に分布し，
写真のような変ハンレイ
岩が特徴的に産出する．
変ハンレイ岩中には変質
した斜長石や輝石が含ま
れている．

秩父帯には，緑色岩
が多く産出するが，
左の写真のような２
種類の異なった岩石
がまだら状に混ざっ
たようなものも観察
できる．この緑色岩
はアルカリ玄武岩質
で、液相不混和現象
によってこのような
模様が形成された可
能性がある．
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（Hj-48）

（Hj-12）

（Hj-75）

（Hj-63）

（Hj-65）

（Hj-60）

（Hj-64）

（Hj-74）

（Hj-68）

図版Ⅸ 肱川の河原で観察できる石 結晶片岩1：緑色片岩

結晶片岩は，海洋地殻を構成するプレートが海溝付近で沈
み込む際に形成される低温高圧型の変成岩である．海洋地
殻をつくる玄武岩等がこの変成作用を受けると緑色の結晶
片岩（緑色片岩）になる．

結晶片岩は，強い変
形を伴って形成され
ることが多く，片理
面が発達する．片理
面に沿って薄く割れ
やすい性質をもつ．

細かな褶曲（微褶曲）が発達した片理．

変成鉱物として黄緑
色の緑簾石（リョク
レン石）が脈状に発
達している．

直径：約3.5mm

OpenCross

緑簾石
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（Hj-70）

（Hj-97）

（Hj-85）

（Hj-71）

（Hj-66）（Hj-61）

（Hj-77）

（Hj-16）

図版Ⅹ 肱川の河原で観察できる石 結晶片岩２：赤色片岩

直径：約3.5mm

OpenCross

微細な石英からなる層

炭質物や雲母等からなる層

赤鉄鉱や紅簾石からなる

直径：約3.5mm

OpenCross

赤色片岩は，チ
ャートが変成作用
を受けて形成され
たと考えられてい
る．そのため主要
構成鉱物は，微細
な石英である．赤
鉄鉱や紅簾石が含
まれると赤い色合
いの岩石になる．

赤色片岩には石英の多い白っぽい層と赤鉄鉱や紅簾石の多い赤
い層が互層を形成することがある．

右の岩石は比
較的変成度の
低い準片岩と
でもいえる岩
石である．顕
微鏡では、縮
緬皺状の微細
な褶曲構造が
観察できる．

科学教育研究センター紀要　Vol.5（2026）

128



（Hj-39）

（Hj-51）

（Hj-86）

（Hj-98）

（Hj-96）

（Hj-90）

（Hj-67）

図版XI 肱川の河原で観察できる石 黒瀬川構造帯を構成する岩石

“三滝カコウ岩”

“寺野変成岩” “寺野変成岩”

“三滝カコウ岩”

蛇紋岩

“三滝カコウ岩”

“三滝カコウ岩”

黒瀬川帯には，古生代シルル紀の年代を示すカコウ岩類（三滝カコウ岩）や変成岩類（寺野変成岩），石灰岩などが，蛇紋
岩に伴って産出する．このような古い年代を示す岩石は，日本国内でも稀であり，黒瀬川帯は，日本で最も古い岩石が産出
する地帯として注目を浴びている．

“寺野変成岩”は，西予市城川町寺野集落周辺に分布する
変成岩である．稀にザクロ石が含まれることがある．角
閃岩相から一部グラニュライト相の変成作用を受けて形
成されたと考えられている．この変成岩類からも古生代
シルル紀の年代が求められている．

“三滝カコウ岩”は，主に，西予市城川町の三滝山を構成す
る岩石である．瀬戸内地域に産出するカコウ岩とは明らか
に異なり，地質時代における二次的な作用によって通常の
カコウ岩よりも緑がかった色調を示すものが多い．

顕微鏡では変
質した斜長石
や石英，二次
鉱物の緑簾石
などが観察で
きる．

変質した長石

緑簾石
石英

直径：約3.5mm

Open

Cross

輝石

直径：約3.5mm

直径：約3.5mm

直径：約3.5mm

Open

Open

Cross

Cross

Cross

変質した長石

角閃石

蛇紋石
斜方輝石の仮像

蛇紋岩は，元々マントルを構成するカンラン岩が，
水との相互作用により蛇紋石が形成されてできた岩
石である．非常に流動性に富むため，脆弱な構造帯
に貫入することが多い．
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